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電モジヤ■巧ガス巧巧 s 


型式名： PR -100 J , PR -100 J -1 
PR -1 已 0 J , PR -1 已 0 J -1 
PR -200 J , PR -200 J -1 



ER 


が固な D 


このたびは電子ジャー付ガス炊飯器をお買い 
上げいただきまして、ありがとうございます。 



参正しく安全にお使いいただくために、ご使 
用前にこの「取扱説明書」を必ず最初から 
順番にお読みいたださ、よ < 巧解して < だ 
さるよラお願いいたしまず。また、この「取 
扱説明書」をいつでもすぐに取り出せると 
ころに大切に保管しておいてください。 


参この「取扱説明書」に書かれている内容け 
外ではご使用にならないでください。 

参「取扱説明書」を紛失された場合は、お近 
くのパ□マまでお問い合せください。 


取扱説明書 

保証書付 




ち< じ 

さ音 B のなまえ … … 1 

必ずお守りください 2〜己 

設置について 目〜フ 

炊飯の準備…… 8 

炊飯のしかた 9〜10 

おいしく保温するには… … 11 

故障かな？と思った!5 12〜13 

点検とお手入れ 14-16 

保管とア フターヴー ビス 17 

仕様………… 18 

保記» . 裏表紙 










































各部のなまス 
























































































一炎や义花で引义し、爆発事故を起こずことびあります。 

① ずぐに使用をやめ、ガス栓を閉める。 

② 窓や戸を開け、ガスを外へ出す。 

③ お買い上げの販売店かガス事業者に連絡する。 


• A 警告< 


が 






機器の銘板に表示してあるガス種（ガスグループ） 
の適合を確認する 

一表示のガス種び一致しないと不完全燃焼による 
一酸化炭素中毒になったり、爆発着乂でやけどを 
したり、機器び故障する場合びあります。特に 
転居した場合は必ずガス種び一致しているか確 
認してください。 

* おわかりにならない場合または合っていない場 
合はお買い上げの販売店かお近<のガス事業者 
までご連絡ください。 

電源は AC 10 0 V を使用する 


ガス消費量 

型式名 

ガスグループガス消費量 
定格電圧単相 AC 100 V 
定格周波数已 0 HZ /60 HZ 
定格消費電力 OW/OW 
製造年•月-製造事業を名 


ク2 



必ずお巧 D < だをい 


まをに正しくお使いいただくために 

製品を正しくお使いいただくためや、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するた 
めにこの取扱説明書および製品への表示では、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次 
のようになっています。内容をよく S 解してから本文をお読みください。 


A ち巧 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラを険、 

または火災のを険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性び想定される内容をおしていまず。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害 
のみの発生び想定される内容を示していまず。 


絵表示について 
次のよラな意味 
びありまず。 


(S) ® ® ® A A 


一般の火気禁止接触禁止 
な禁止 


分解禁止発火を意感電ま意 


〇 必ず行ぅを 


電源プラグ 
を巧け 


•么ちが 


ガス漏れに気付いたときはガス事業を（供給業を）の処置 
が終わるまでの間、絶対に义を付けたり電気器具（換気扇そ 
の他）のスイッチの入-切や電源プラグの抜き差しおよび周 
辺の電話を使用しない 


、鐵 与 

門 1成 d —— 





，ピ 



〇 






















必ずお巧 0< ださい 


警告 


ゴム管はガス用ゴム管（検査合格マークまた 
は JIS マーク入り）を使用し、ホい線まで差 
し込んでゴム管止めでしっかり止める 


乂を付けたまま機器か！5絶対に離れない 

^火災の原因になります。 


ガスコードご使用の場合は、スリムプラグお 
よびガスコードの取扱説明書に従って、正し 
く接続する 

① 継ざ足しや二又分岐は絶対にしない 

② 機器の上や下を通さない 

③ 他の熱源などの高温部に触れない 

④ 巧れ、ねじれ、引っ張りなどのないようにずる 
⑥ 接続部にミちれやごみがないようにする 
一正し<接続されないとガス漏れや差し込み □ 

びゆるくなってガス漏れの原因になります。 

7 j 二又分岐 


ゴム管はときどき点検して取り替える 

一古くなるとひび割れや差し込み□びゆる< 
なってガス漏れの原因になります。 




機器の周囲ではガソリン、ベンジン、スプレ 
一など引义のおそれのあるものを使用しない 



使用後はおず消火を確かめ、ガス检を閉める 

^火災の原因になります。 



使用中、使用直後は機器を移動させない 

一転倒すると火災-やけどの原因となります。 


修理技術を L ソがの人は絶対に分解したり修理 
改造は行わない 

一異常作動してケガの原因と 
なります。 






機器の周囲に可燃物（カーテン、新聞紙、紙 
袋など）や引火物（スプレー左など）を置かな 
い、近づけない 

* 機器の下に新聞紙やビニールシートなどの 
可燃物を敷かないでください。 

一火災の原因になります。スプレー宙の場合 
は熱でスプレー宙の圧力び上びり爆発する 
おそれびありまず。 


炊飯および保温中、排気□の上にタオル、ふ 
さんなどをのせない 


火災や不完全燃焼の原因になります。 




① 点义しない場合または、使用中に異常な燃 
焼、臭気、異常音を感じた場合、使用途中 
で消火した場合は迅速に使用を中止し、ガ 
ス检を閉める（つまみのないガス检の場合は、 
ガス爸か！5接続具をはずす） 

② 「故障かな？と思った5」 （12 ページ）に 
従い処置する 

③ 上記の処置をしてち直5ないときは使用を 
中止し、お買い上げの販売店かお近<のパ 
□マまで連絡する 

地震、火災などの緊急 

の場合は迅速に使用を 

中止し、ガスをを閉める 
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幼児の手の届くところで使わない 

^やけど • 感電-ケガをするおそれびありま 
ず。特に幼児には触らせないでください。 



給排気□や隙間にピンや針金などの金属物な 
ど異物を入れない 

一感電や異常動作してケガをすることびあり 

On 9 〇 


旬 三 



A 


炊飯およびごはんの保温 LU がの用途には使わ 
ない 

一過熱-異常燃焼による焼損 

ょ若習? 胃に 治ん臟 


補修用性能部品および補助具は、当社の純正 
部品 L ソがは使わない 

^当社の純正部品け外のちのを使用した場合 
の機器の故障、事故については、当社では 
責任を負いかねます。 



コンセントや機器に水をかけない 

一感電や故障の原因になります。 



A 


閉め切った部屋で長時間くりかえし使用しな 
い。使用中は窓を開けるか換気扇を回す 


>一酸化炭素中毒の原因にな0ます。 




使用中や使用直後は操作部 lU 外は触5ない 

^機器本体とその周辺び熱くなるためやけど 
をするおそれびあります。 

* 特にルさいお子様びいる家庭ではミ主意して 
<ださい。 

点火操作をするときは点火確認窓に目を近づ 
けない 

一炎で顔にやけどをするおそれびあります。 

使用中は排気□に手や顔を近づけない 

一蒸気でやけどをするおそれびあります。 


点火レバーび「止」の位置にちどるのを、さ 
またげるよラなちのを置かない 

一乂びいつまでち消えず、ご飯びこ 
げる原因になります。 


内蓋をセットするときは、取っ手を持つ 

一内塞と本体にはさまれケガをずることびあ 
りまず。 







〇 









必ずお守 D < ださい 


•么注意< 


電気コードを加工したり、無理な力を加えない 

^感電、ショートや発火による火災のおそれ 
びあります。 



たこ足配線禁止 

ーコンセントをたこ足配線すると、コンセン 
卜び過熱され発火し、火災のおそれびあり 

み9 〇 





めれた手でコンセントの巧き差しをしない 

^感電のぉそれびぁります。 



A 


車両や船舶などの不ま定な場所で使用しない 

一事故や故障の原因にな0まず。 


Q 


機器を廃棄する際は必ず乾電池を取りはずす 

一思わめ事故の原因にな0ます。 


Q 


^おねがい 


電源プラグはほこりをきれいにふき取る 

^発火による火災のおそれびあります。 



傷んだ電源コードや電源プラグ、差し込みの 
ゆるいコンセントは使用しない 

^感電、ショート、発火による火災のおそれ 



A 


電源プラグを巧くときは電源コードを引っ張 

らはし、 

ーコードを引っ張ると断線して発熱や発火に 
よる火災のおそれびありまず。 



0 


感熱部、電極、炎検出部はいつもきれいにする 

一感熱部び巧れていたり、異物び付いている 
と、センサーび正常に動かないことびあり 

On 9 〇 



〇 


雷により一時的な過電流で電子部品を損傷す 
ることびありまず。雷び発生したとさは、電 
源プラグを抜いてください。 屋^ 


家庭用製品 

この機器は家庭用でずので、業務用にお使い 
になると著しく寿命び縮まりまず。 










設置について 



準備と確認 



① 箱か5機器の底を持って取り出し、あて紙や捆包部材を取り除く 

② ご家庭のガスの種類と機器の銘板に表示されているガスの種類び合っているか確かめる 

③ 合っていない場合は設置をやめて、お買い上げの販売店かお近くのガス事業をまで連絡する 



巧電池のセット 



機器の裏側から乾電池を入れる 
(単2お1.已 VI 個） 



おねがい 


乾電池の+と一を逆に入れると作動しません。 




設置場所 



一酸化炭素中毒や义災、やけどの原因となりますので正しく設置してください。 


’ A 警告< 


下記の条件を満たしている場所をお選びください。 

参換気び良い 参周囲に可燃物びない 

参水平で安定している 参風び吹き込まない 

参落下物の危険びない 参水や熱びかからない 




6 




























設置について 


① 可燃物（壁、棚など）か！5十分離して設 
置する 

周囲の可燃物より] 0 cm け上、上ちは 
30 cm じ(上離します。 

② ①の条件を満たせない場合は防熱板を 
取り付ける 

金属し U 外の厚さ上の不燃材を図のよ 
ラに取り付けてください。 

不燃材を取り付けた場合は （ ） 内の寸法 

に従ってください。 


可燃性の壁 




ステンレス板や薄いタイルなどの不燃材を可燃性の壁に直接貼り付けた場合でち、下記 ①、 ⑨の 
防义措置をおず行ラ 

一伝熱により長年の間に可燃物び炭化し、火災になることびあります。 

☆設置後に、機器の周囲の改装をする場合ち設置基準をお守りください。 
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ゴム管の接続 


★用意ずるをの 

¢9.已 mm ガス用ゴム管（新品）1本とゴム管止め2個 

(都市ガス用と LP ガス用びあります。お使いのガス 
に合わせてお選びください。） 

① ゴム管を機器に触れないように適切な長さに切る 

② 両ちのゴム管□のホい線までゴム管を差し込み、 
ゴム管止めで止める 

③ ガス偉を開け接続部か！5ガスの臭いがしないこと 
を確かめ、ガスをを閉める 



ガス栓側 


ゴム管止め 


ホい線 


防义指置 


各地の义災予防条例に従って防义措置を行ってください。 

^ A 壁 ち - 




防熱板の n — ナ—はでさるだけ隙間 
のないよラに取〇付けて < ださい。 





















































炊巧の準備 


付属の計量カツプでお米を正しく計る 

♦すり切り1杯び約1 80 ml (約1合)です。 


足りない 

H ： 


山盛り 


Bx 


2 お米を手早く洗う 


>最初にたっぷりの水を加えてさっとかさ混ぜ、すぐに水を捨て 
ます。その後は水のにごりびなくなるまで洗います。 

>お米は内蓋で洗えます。 


おねびい 

>洗いかたび不十分な場合は、こげや保温時の臭いの原因になります。 
>力を入れすざるとお米び砕け、こげや炊さむらの原因になります。 


3水かげんをする 


>內蓋を水平な台の上に置いてお米を平らにならし、対面にある 
両方の目盛りで合わせてください。 

>目盛りはめやすですので、お好みに合わせて水加減してください c 
特にやわらかく炊きたいときでち、水増しの量は1目盛りまで 
にしてください。 

>お米をおいしく炊くために、しばらく水に浸しておきます。 


4カップのお米をげく 
ときは、「4」まで水< 
を入れる 


[传 IJ ] PR - 20 0 J 




季却 


「春^夏4 


秋〜を 


白米 

30分 LU 上 

日0分な上 

胚芽精米 
輸入米 
古米 

巨0分じ Lb 

日0分な上 


* ただし、14時間け上浸しておくと 
変質の原因となります。 


内差を炊飯器に入れる♦内蓋の外側や炊飯器内側に付いた米粒•水は必ず拭き取って 
一 かで‘トホけけがで‘卜 からセツトしてくださし、。 

•内ぶたにパッキンを正しく取り付けてください。 （ 1已ぺ-ジ参照 

戸 A を意 


内差をセツトするとき、炊飯器內側にしゃもじ等の異物び 

ないことを確認する^異常燃焼や火災の原因になります。 



電源プラグをコンセントに差し込み、ガスをを全開 
にする 










炊®のしかた 



1炊飯量（カップ数）と同じめもり 
~に炊飯量調節つまみを合わせる 

♦炊飯量に見合った火力に調節でさます。 



参めちりはめやすです。お好みにより微 
調整してください。 

♦具入りのごはんを炊くとさは、炊飯量 
より多めのめちりに合わせてください。 
参少ないお米を炊くとさに、お好みによ 
り水を多くするとさは、炊飯量より多 
めのめちりに合わせてください。炊飯 
時間び長 < かかることびあります。 


2①点乂レバ-をいっぱいまで巧し 
* 下げ、そのまま数秒間保持ずる 


参パチパチと音びして点火します。 
参保温レバーち一緒に動をます。 



を確認してください。 

， A ミ主意 ， 

万一点义しないときは、点义レバーを「止」 
の位置までちどした後、いったん內爸をは 
ずしてガスを逃びす。その後內爸をセット 
し直し、改めて点义操作を行う 

^ガスを逃びさないと爆発点乂ややけどの 
原因になります。 


■ 
















知つておいてね 



♦初めて使ラとさやしばらく使わなかったとさなど、点火しにくい場合びあります。 
ゴム管内に空気び入っているためです。繰り返し点火操作して<ださい。 


♦内塞を取りはずしたり、ごはんをよそラとさに内塞び浮さ上びると保温び切れますので 
ごま意ください。 


>ごはんび炊きあびると点乂レバー 
び r 山にもどる 
同時に保温ランプび点打し、保 
温1し入る 

参ふたを開けないで、1已分程むらし 
て < ださい。 

参むらしび終わったら、ベタついたり、 
固まったりするのを防ぐため、必 
ず早めにごはん全体をほぐしてく 
ださい。 



4ガス栓を閉める 

係品終了後は ㈱ 品レバーを「切」 
にちどず 
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ぶ 




保温時聞は 
12時聞な巧に 

12時間政上は臭い、変色、パヴつ 
さの原因になります。 


長時聞保温ずるとをは 

♦やわらかめに（少し多めの水かげんで）炊飯してください。乾燥び目 
立ちません。 

乾燥や変をををせないために 

»ごはんを内蓋中央部に山のように寄せます。 

停電したとまは 

参保温中停電したとさは、短時間なら問題ありませんび、長時間になってごはんび 
冷えてしまつた場合は、再度保温しないでください。 


こんな保温はやめましよ5 . 

しやをじを入れたままの保温 

参臭いの原因になります。 

風の当たるところでの保ミ豆 

参保温効果び悪 < なります。 

をえたごはんの再保温/ごはんをつぎちしての巧ミ豆 

参パヴっさ、臭いの原因になります。 

おかゆ、巧き込みごはん、ホ旗などの厭豆 

参黄ばみや臭いの原因になります。 

少ないごはんの保ミ豆 


♦ごはんの水分び早く蒸発するため劣化び早くなります。 


り 



故障かな？と思った 5 


故障かな？と思ったら、次のことをお調べください。下記の現象に当てはまらないとを、また処 
置をしてちなお異常のあるとさは、お買い上げの販売店かお近くのパ□マまでご連絡ください。 


現 象 


処置方法(参照ページ） 

点义しない 
点乂しにくい 
使用中に消义する 

ガス栓の開さ不十分 

ガス栓を全開にする旧） 

ゴム管の巧れ巧びり、つぶれ 

ゴム管の折れ巧びりを直す (3) 

ゴム管の接続不干分 

ゴム管を確実に接続する(3、 7) 

バーナ炎□の水滴や巧れによる目づまり 

ノ くーナ炎□のお手入れをする （ 1日） 

ゴム管内に空気び残っている 

点火操作をくり返す (9) 

点火操作び不適切 

点火レノ (一を巧す時間を長くする (9) 

炎検出部 • 電極び水めれしたり巧れている 

お手入れをする （1 日） 

電源プラグび正しく差し込まれていない 

確実に差し込む旧） 

LP ガス使用の場合、 LP ガスびなくなりかけている 

ボンベを交換する 

乾電池び消耗している 

新しい乾電池と交換する（日、 14) 

黄色の炎で燃える 
炎が安定しない 
異常な音をたてて燃える 

バーナ炎□の水滴や巧れによる目づまり 

ノ くーナ炎□のお手入れをする （ 1日） 

ガスのいやな臭いびする 

ゴム管の接続不+分 

ゴム管を確実に接続する(3、 7) 

ゴム管のひび割れ、穴あさ 

新しいゴム管と交換する (7) 

ごはんびうまくげけない 
自動消义しない 
早切れする 
ふさこぼれびをい 
ごはんびこげる 
ホタさむ5びある 
ごはんびふやける 

機器び傾いている 

正しく設置する(日） 

内塞裏の凹部、感熱部び巧れている 

お手入れをする （1 日） 

外ぶた-内ぶたび確実に閉まっていない 

確実に閉める旧） 

お米の量、水かげんび不適切 

「炊飯の準備」に従ラ旧） 

赤飯 • おこわ • まだごはん等を多めに炊いた 

具-お米の量を共に減らす 

ヴルで水切りしている 

洗米後はおず水に浸す 

浸し時間び適切でない 

表を参照する旧） 

割れ米になっている 

正しく洗米する旧） 

炊きあびりを、ごはんをよくほぐしていない 

ほぐして水分を飛ばす （10) 

ごはんにめか分び残っている 

正しく洗米する旧） 

ラまく保温でさない 
ごはんび;ちめる 
ごはんび乾燥する 
いやな臭いびつ< 

保温レバーを「入」にしていない 

保温レバーを「入」にする 

停電していた 

ごはんび;令えた場合は再度保温しない (11) 

外ぶた-内ぶたび確実に閉まっていない 

確実に閉める旧） 

12時間な上保温した 

12時間な上の保温はしない (11) 

ごはんび冷えてから保温した 

再保温はしない (1 1 ) 

しやちじを入れたまま保温した 

しゃもじは取り出して保温する （1]) 

内蓋.内ぶたびミちれている 

よく洗ラ（煮沸する） （1 己） 

少量のごはんを保温した 

内蓋の中央に集める （11) 

ごはんにめか分び残っている 

正しく洗米する旧） 

炊きあびりを、ごはんをよくほぐしていない 

ほぐして水分を飛ばす （10) 

14時間な上お米を水に浸した 

14時間上お米を水に浸さない旧） 














































































故障かな？と思った 6 


こんな場合は巧障ではありません 


故障ではない場合 

理 由 

点义-消义のとさに 
「ジ ー 」 r ボッ」という音 
びする 

点火音•消火音で、異常ではありません。 

使用中「シャ ー 」とい 
ラ音びする 

ガスの通過音で、異常ではありません。 



〇立消えまを装置び作動したとを 

風やふさこぼれなどで炎び消えたとさ、自動的にガスを止めます。 

点义レバーを「止」の位置にもどしてください。再点义するときは、周囲にガスびなくなるのを 
待ってか5点义操作してください。 
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点巧とお手入れ 


* 点検とお手入れはガス检を閉め、電源プラグを巧き、機器が冷えてか!5行ってください。 
こ（機器がをえるまで時間びかかります。） 


参曰常の点検-お手入れは、必ず行ってください。 

参安全にお使いいただくために定期的に点検を受けられることをおずずめしまず。（有償) 



点検のポイント 



点検は常時行ってください 


1. 機器の周りに可燃物等はありませんか？ 

2. 内蓋、内ぶたは正しくセットされていますか？ 

3. ゴム管は正しく接続されていますか？ 

4. 電源プラグにほこりびたまっていませんか？ 

已.ミちれていませんか？ 

巨.乾電池は消耗していませんか？ 

点火のとさのパチパチする音び遅くなったとさは新しい乾電池と早めに交換してください。 

* 乾電池の寿命は通常の使いかたで約]年です。ただし、付属の乾電池は工場出荷時に納められたわの 
で、自己放電のため寿命び短くなっている場合びあります。（巨ページ参照） 



お手入れのしかた 



参機器や取りはずした部品は落とさないように気を付けてください。ケガや故障の原因になります。 
参お手入れの後は各部品正しくセツトされているか確認してください。 



お手入れには台所用中性洗剤をお使いください 

^おねがい- 

I シンナー、ベンジンや酸性•アルカリ性洗剤は使わないでください。機器損傷の原因になります。 

I また、印刷塗装面にはみびさ粉、たねしなどの固いわのは使わないでください。表面を傷付けます。 











点巧とお手入れ 


かぶた-機器本体- 

水気をしぼった巧に台所用中性洗剤を含ませてちれを落とした後、洗剤分をふき取り、 
か5ぶさする 


^つゆ受けわく—— 

つゆ受けわくにたまったつゆは、 
ご使用のつどふき取る 


V 





J 

A 


J 


f =巧ぶた 


取りはずしかた 


內ぶたを持って、 

一方の手でがぶたをちえ、手前に引く 


取り付けかた 


内ぶたをがぶたにいっぱいに押し込む 


广 内ぶたパッキン- 

ミちれ①ひどいときは、取りはずして洗って 
<ださい。 

取り付けるとをは、パッキンの中央のみぞ 
に内ぶたをはめ込みます。 

内ぶたにパッキンを付け忘れたり、正しく 
取り付けられていないとごはんび乾燥する 
原因になります。 
































































パ’ーナ炎 □ 

バーナびつまっているとさや 
ミちれのひどいとさは、電極- 
炎検出部の取り付け位置を動 
かさないよラにま意して、バ 
ーナをブラシで掃除する 


ダ ~ 感熱部-^ 

感熱部の頭部- 

感熱部の頭部びミちれたとさは、 

感熱部に片手を添えて水気を 
固くしぼった巧でミちれをふさ 
取る 



r 


巧塞 


使用後はこめ粒、おねば等を洗い落とし、常に水切りよく保存しておく 

参特にまぜごはん等の後のお手入れや水切りは、干分行ってください。 
参凹部の'汚れはふさ取つてください。 



凹部 


フッ素樹脂加工差について 


参しゃちじはプラスチック製または木製のちのを使用し、内塞を洗ラとさはやわらか 
いスポンジをお使いください。（スチールウール、たねし、みびさ粉などは使用し 
ないで < ださい。） 

♦内塞の中で食器や野菜などを洗ラことはおやめください。 

参酢などの酸の強いちのを使用することはおやめください。 

♦使っているラちにピンホール（針先程度の穴）やはく離び発生してち当初はフッ素 
樹脂の性能には変わりありません。しかし、著しくはく離び進行して使用に不便を 
さたすよラなとさは、新しい内蓋をお求めください。 




取にさ 、 

、ラふと 

はよでる 

さい巧い。 

とないてす 

たさかいま 

いから付り 

部付動わびな 

出びをや分< 

検分置、水く 

炎水位てやに 

•やけしれし 

極れ付意る巧乂 

電巧〇注取*点 

_ J 
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保管とア フターヴー ビス 



保管（長期聞使用しないとを) 



乾電池を取りはずしてお手入れをし、お買い求めになったとさの箱に入れて、湿気やほこりのか 
ないところで保管してください。 



アフターサービスについて 



点検•修理を依巧されるとを 

12ページ r 故障かな？と思つたら」を見てちラー度確認していただ 
き、それでも直らないときは、お買い上げの販売店かパ□マサー 
ビス コール センターまでご連絡<ださい。パ□マサービス コール 
センターは 24 時間受付いたしまずので、ご利用ください。 

なお、アフターサービスをお申しつけのときはち記の内容をお知 
5 せ < ださい。 


• ご住所•ご氏名•電話番号 
参現象(できるだけ詳しく） 

• 型式名(銘板表示のをの） 

• ご購入日•ガス種 
• 道順 

__ 


修理についての 
お問い合わせは 

パ□マサービスコールセンター 

0120 -193-860 

受付時間： 24 時間修理受付 

商品について不明な点はパ□マお客様相談室までご連絡ください。 

商品についての 
お問い台わせは 

パ□マお客様相談室 

052 -824-5 145 

受付時間：平日 8 : 3日〜18 :日日 
(± •曰•祝曰-靡社指定定休曰を除 <) 

干 467-858 日名古屋巿瑞穂区桃園の 6 番 23 号 


お近くの下記サービスセンターでのお問い合わせも受付しております。 

【各地区のヴービスセンター】受付時間：平日日： 00-18 ： 30 (± •日-祝日-製社指定定休日を除く） 


ご相談窓 □ 

住所 

TEL 

FAX 

j ヒミ每道 サービスセンター 
東化 サービスセンター 
首都圏 サービスセンター 
中日 本 サービスセンター 
近畿 サービスセンター 
中 四国 サービスセンター 
九州 サービスセンター 

〒日日 1- 日日33 札幌市：!ヒ区北 3 3 条西 7 了目]-] 

T 983-0041 仙台市宮城野区南目館 20-]日 
干 114-0 日15 東京都化 区 中里 3-] 1- 日 太平中里 ビル2 階 
干 4 日 7-8 日 85 名ち屋市瑞穂 区 桃園町日一 23 
〒己巳 日-日日13 大阪市西 区 新町 3-13-2 日パ□マ アワヴビル 2 階 
干 732-日8日4 広島市南 区 西馨屋 3 T 目 8 - ] 2 
干 812-日日1 目福岡市博多 区 博多駅南 2 -日-] 3 

01 1-726-2822 
022-239-1848 
03-6858-8600 
0 日 2-824 - 己] 0] 

0 日-日日 34-67 曰] 
082 -262-834] 

0日 2-472-0 吕24 

01 1-736-7374 
022 -238-0838 
03-6 扫曰 8-8 白 01 
052-824-5385 
06-6 已 34-67 已己 
082 -2 巨 3-2400 
092 -471-8400 


* 住所-電話ま号などは変更ずることびありまずのであらかじめご了承願いまず。 


捕修用性能部品の巧ち期巧について 

補修用性能部品は当製品製造巧ち切り後日年間保有しております。 


ガスの種類び巧わるとを 

ご贈答、転居等によりガスの種類び変わるときは、ガス器具の調整び必要となりますので、お買い上 
げの販売店かお近くの当社までご連絡ください。この場合、費用は保証期間中でち有料となります。 


製造年月について 

製造年月は本体貼付けの銘板でお確かめください。 


番号 
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お客様にて取り替え可能な消耗部品のご案内 


長年のご使用でいたんだ場合にはお買いホめ<ださい。 


部品名 

體小売価格 
(税込） 

部品名 

を望小売価格 
(税込） 

内びま （ PR -100 J 用） 

¥4,200 

内ぶた （ PR -100 J 用） 

¥ 1，470 

内びま （ PR -1 已 0 J 用） 

¥4,830 

内ぶた （ PR -1 已 0 J 用） 

¥ 1，470 

内びま （ PR - 200 J 用） 

¥己，14己 

内ぶた （ PR - 20 0 J 用） 

¥ 1，470 


※価格については変更ずる場合びあります。あらかじめご了をください。 


お客様にて取り替え巧能な消耗部品のご購入について 

お客様にて取り替え可能な消耗部品のご購入は、お買い上げの販売店かお近くの当社サービスセンター、 
または当社ホームページ内公式部品販売サイト「パ□マ+プラス」 ( http :// www . paloma - plus . jp /) 
にてお買い求めください。お買い求めの際は、必ず鈴板の型式名をお知らせください。 


バ□マの部品販売サイト 

パ□マ+プラス 




パ□マ製おの消耗部品-別売部品をインターネット販売サイトよりご購入いただけまず。 

http://www.paloma-plus.jp/ 


仕様 


◎本仕様は改良のためお巧らせせずに変更することちありまず。 


品名 

PR -100 J 

PR -1 已0」 

PR -200 J 

型式名 

PR -100 J - PR -100 J -1 

PR -1 已 0 J ■ PR -1 已0」-1 

PR -200 J - PR -200 J -1 

種類 

ガス炊飯器 

点义方式 

連続 放電 点义 

列•お寸法（高さ X 幅 X 奥行） 

2已 0 x 2 巨 0 x 32 巨 mm 

2巨 7 x 300 x 3 巨巨 mm 

29巨 X 300 x 3 巨巨 mm 

質量 （本体） 

4.7 kg 

已 .8 k 旨 

6.1 kg 

炊 

飯 

量 

最ル 

] カップ (0.18 L ) 

2カップの.3日 L ) 

2カップの.3巨 L ) 

最大 

已.已カップ （1.0 L ) 

8カップ (1.44 L ) 

11カップに. OL ) 

ガス接続 

0日.已 mm ガス用ゴム 管 

電源 

AC 100 V 

定格消費電力 

130 W 

1 80 W 

電源コードの長さ 

1 .6 m 

、 安全装置 

立消え安全装置-過熱防止装置 , 
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仕様 



* 型式名 PR -1 00 J -] - PR -] 已 0 J -] • PR -200 J -1 は都市ガス用] 2 A .13 A . 
LP ガス用のみです。型式名 PR -100 J • PR -1 已 0 J • PR -200 J は、 
都市ガス巧 LI , L 2. L 3, 6 A , 已 C のみです。 


〇 かお寸法 mm 

幅 



奥行 

_ 



/I 

j 

、 [ ©m 

Vij ' ■ 'TV 



卜户トトトトトトトトト4-トトトト4-トト户トトトト 


保証書^4 


品 名 


PR-100J/PR-1 已 0 J/PR-200J 


電子ジャー付ガス I 炊飯器 


このたびは当社製品をお買い上げいただをましてありびとラご 

ざいまず。この保証書はお客様の正常な設置 I 使用状態において 

万一機器本体び故障した場ちには、本書の記載内容で無料修理 

を行うことをお約束するものでず。 

《無料修理規定》 

1 . 取扱説明書，本体目ち付けラベル等の注意書さに従った正常な設置使巧 

状態で故障した場合には1お買い上げの販売店かお近 < のパ□マび無 
料修理致します。 r ■ 

2. 保証期間巧に故障して無料修理を受ける場合は I お買い上げの販売店 
かお近 < のパ□マにご依頼のラえ，本書をご提示 < ださい。なお，離島 
および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には出張に要す 
る実費を申し受けます。 

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 ' 

4. ご贈答品等で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご 
依頼でさない場合には、お近くのパ□マへご相談ください。 


5. 保証期間内でも次の場合には有料修理になります。 

{イ）取扱説明書によらないでご使巧になったり使巧上の誤りおよび不当 
な修理や改造による故障および損傷 

{□) お買い上げ後の取付場所の移動（取付工事依頼の必要な機器の場合 )I 
落下等による故障および損傷 

(八)公害、火が、水害、地震、落雷、凍結等の天が地変、ねずみ■鳥- 
くわ- 昆虫類の侵入、異常電圧（電気部品搭載の機器の場合）、供 
給事情（燃料-給水等）などによる故障および損傷 
(二）一般家庭巧外（例えば、業務巧使巧、車輒、船舶への搭載等）に 
使用された場合の故障および損傷 

(ホ）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入擦印のない場 
_合、あるいは字句を書き替えられた場合 
{へ）消耗部品の取替えおよび保守等の費巧 
{卜）本書の提示びない場合 
■'本書は日本国内においてのみ有効です。 

(This warranty is valid only in Japan.) 

7. 本書は再発行致しませんので、紛失しないように大切に保管してくだ 
さい。 


お客様 

お名前 様 

保証期間 

お買い上げ 年 月 日か51年 

ご住所干 

販売店を 

店を 

住所 

お電話 

電話番号 


な巧を巧 パ D 巧 




干 467-8 已8已を古屋市瑞穂区眺園の6蚕23号 
TEL 0 已2 (8 2 4) 514己 



トトトトトトトトトト户トトトトトトト户4-卜户トトトトトトトト户卜トトトトトトトトトトトト户トトトト户卜 


年月日 

修理巧容 

担当者風 

















* この保証書は本書に明示した期間、条件のをとにおいて無料修理をお約束するをのです。この保証書によって保証書を発行している者（保証責任を）、 
およびそれし U がの事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するちのではありません。なお、保証期間経過後の修理等についてご不明の場含は、お買 
い上げの販売店かお近くのパ□マにお問いをわせください。 

* 保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覧ください。 


22.1].⑩ M 02 86691 











































































